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地域の気候（その１・都市気候）

１．気候のスケールと定義

気候（climate）：ある地域の長期間にわたる天候・気象の状態。

地球をとりまく大気の規則的な日変化，年変化の現象と，一時的，不規則な現象

との複合的な大気現象が時間的，一般的に一般化してもの。もっとも出現確率の

高い大気の総合状態で，かつ長い期間のものを指す。

天候（weather）：天気より幾分長い期間（数日から，２，３ヶ月くらいの期間）の大気の状態。

比較的短い期間における大気の総合状態。ある時点における大気の総合状態であ

る天気と，長年の気象から抽象された気候との中間概念で，天気の時系列にあた

る。

天気（weather）：ある時刻の大気の状態のこと。

ある時刻，またはある時間帯の気温，湿度，風，雲量，視程，降水などの気象要

素の統合された状態のこと。

気象（atmospheric Phenomena）：大気中の諸現象のこと。

大気中でおこるさまざまな自然現象のこと。

→　気象学（meteorology）

表　気候のスケール（参考文献１）より）

気候 地域の水平的広がり 垂直的広がり 気候現象の例

大気候 200km～40,000km 1m～120km 季節風，東アジアの雨季

中気候 1km～200km 1m～6km 盆地の気候，関東平野の風

小気候 10m～10km 10cm～1km 斜面の温暖帯，霜道

微気候 1cm～100m 1cm～10m 水田の気候，温室内の気候

　この講義の中で，今後取り扱う「都市気候」は，上記の「小気候」にほぼ該当する。
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３）粗度

　粗度（roughness）とは，地表面のあらさ程度を表すもので，ふつう粗度定数（ z0 ，粗度パラメー

ターともいう）で表される。地面粗度の大きさによって，その上を吹く風速の鉛直分布や乱流が大き

く変化する。

　都市では，建物などの障害物の存在により，都市の外側から流れ込む空気の流れが弱められると同

時に，風の乱れも大きくなる。また，高層建築物にぶつかった上空の相対的に強い風が地表面付近に

降りてくる結果，道路部分で異常に強い風（ビル風）が吹くなどの影響が見られる。

４）顕熱

　顕熱（sensible heat）とは，物体の相変化や化学変化を伴わずに温度変化だけに消費される熱の

ことである。

５）潜熱

　潜熱（latent heat）とは，物体において，温度を変えずに，蒸発・凝縮・融解などの相変化だけ

に消費される熱ことである。水の場合，氷から水への融解熱，水から水蒸気への蒸発熱などがこれに

あたる。

４．都市がつくる気候

表　都市の気候要素に与える影響（＋：増加ないし上昇，－：減少ないし下降）

（参考文献２）より）

日射：総量に対して－，散乱日射に対して＋

雲　：雲量，霧は＋

降水：雷雨性降雨に対しては＋

　　　微雨に対しては＋

　　　都市化の段階で－

　　　降雪に対しては－

気温：年平均，最高・最低ともに＋

湿度：相対湿度は－

　　　絶対湿度は地表面レベルでは－，上空では＋

風速：年平均，極値は－

　　　局所的に極値は＋

　　　静穏は＋
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７．何故，都市気候を学ぶのか？

　都市にある密度以上に人々が集中して居住するようになると必然的に周辺環境に影響を持つことに

なる。それは，不要物を排出することで環境を悪化させる問題（「下流側」に対しての問題）とあわ

せて，都市へ水，エネルギー，物資を供給する部分（「上流側」）に対してもそこでの環境破壊をも

たらす問題をあげることができる。

　都市における人間活動によって排出される二酸化炭素は，いわゆる「温室効果ガス」の主役であり，

これを大量に排出し続けることは，地球の温暖化を促進させる。その結果，冷房負荷が増大し，更に

二酸化炭素の排出が進むという悪循環を生み出す。

　また，大気汚染や都市の砂漠化など，都市気候の形成によって，私たちの生活に悪影響を及ぼして

いる。

　それに対して，問題の所在はどこなのか？どの程度問題なのか？私たちはいったいどのように対策

すればいいのか？を明らかにする必要がある。
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